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日公表の予想数値を据え置くことといたしますが、今後の業績推移に応じて修正の必

要が生じた場合は、速やかに公表することといたします。 

 

※上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


